
進行がん患者と家族の食に関する苦悩の評価尺度



要点

■ 既存のcancer cachexiaの包括的QOL尺度(FAACT、EORTC QLQ-CAX24など)では
評価しにくい、食に関する苦悩に限定したQOL尺度です

■ 食欲と摂食の改善効果を期待できる薬剤やケアなどの効果判定に使用できます

■ 臨床では単独で使用できますが、研究では包括的QOL尺度とともに使用するのがよいでしょう

■ 論文を引用するだけで使用してもらえます（著作権・許諾の問題は生じません）

■ 不明なことがあれば連絡ください（kojiamano4813@gmail.com）

mailto:kojiamano4813@gmail.com








【使い方（通常版）】

① 各ドメインで3項目の和を計算してください。それぞれのドメインは個別に評価できます。

② ドメインスコアは各ドメインで2項目の回答がある場合に以下の計算式で補正が可能です。
（ドメインスコア）＝（2項目の和）×3÷2

③ 総合スコアは各ドメインスコアの和を計算してください。

④ スコアが高いほど苦悩は強いことを意味します。

⑤ この調査票を使用する場合は以下の論文を引用してください。
Amano K, Morita T, Miura T, Mori N, Tatara R, Kessoku T, et al. 
Development and validation of questionnaires for eating-related distress among advanced cancer patients and families. 
J Cachexia Sarcopenia Muscle 2022. DOI: 10.1002/jcsm.13133





【使い方（短縮版）】

① それぞれのドメインは個別に評価できます。

② 総合スコアは各ドメインスコアの和を計算してください。

③ スコアが高いほど苦悩は強いことを意味します。

④ この調査票を使用する場合は以下の論文を引用してください。
Amano K, Morita T, Miura T, Mori N, Tatara R, Kessoku T, et al. 
Development and validation of questionnaires for eating-related distress among advanced cancer patients and families. 
J Cachexia Sarcopenia Muscle 2022. DOI: 10.1002/jcsm.13133
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